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　笑顔の人を見ると、私たちはごく自然に「何か

楽しいことがあったから笑顔なんだろうな」と感

じるだろう。「楽しい」という感情が原因となり、

「笑顔」という生理的な変化が起こったと考えるの

である。しかし、私たちのこの解釈とは全く逆の

説がある。ある実験で、口にペンをくわえて笑顔

（風）の表情を作らせ、気分評定を行った。すると、

偽の笑顔を作らせることで、真顔で評定したとき

よりも「楽しい」「幸せ」といった、よりポジティ

ブな回答をする傾向がみられた。この現象は、顔

面フィードバックとよばれ、100年以上前から仮

説が唱えられていた。顔の表情筋の活動パターン

（この例では笑顔のパターン）が脳にフィードバッ

ク（筋肉を収縮させたという情報が脳に戻される）

されて、感情を喚起させるという、あくまで「仮

説」であった。しかし近年の研究で、笑顔に似た

表情を作ることで、脳の快感物質であるドーパミ

ン系の神経活動が活性化され、それが楽しさの感

情喚起につながることがわかってきた。「笑顔」と

いう表情変化が原因となり、「楽しい」という気分

的な変化が起こることが確認されたのである。

　表情は伝播するという研究報告もある。集団の

中で、一人に笑顔をさせると、周囲の人の表情も

ほぐれて笑顔が表出されやすくなるという現象で

ある。どうしてこのような現象が起こるのか、そ

のシステムは解明されていないが、どうやら脳に

ある、ミラー・ニューロンがこのような行動の原

因になっているのではないかといわれている。ミ

ラー・ニューロンは、他者の行動をまるで自分が

行動しているかのように、“鏡”のように同じ活動

を促す神経細胞であり、霊長類などの高等動物に

備わっている神経細胞である。なぜミラー・ニュー

ロンが存在するのか？「他者の経験を自分の経験

と同様に考え、危険を回避するなどの学習を行う

ために発達した」、「言語を覚えやすくするため発

達した」、「霊長類のような集団で生活をしてきた

生物にとって、協調行動や他者の感情を推察する

といった、集団生活・社会生活を営む上では必要

不可欠な能力を獲得するために発達した」など諸

説あるが、その理由は明らかになっていない。し

かしミラー・ニューロンの機能と思しき行動は、

日常生活においても見ることができる。たとえば、

他の人のあくびを見たら自分もあくびしてしまう

とか、ジャンケンで、後出しなのに相手の出した

手をとっさに真似てしまうなど、他者の行動を模

倣するようにという指令を出すが、表情も例外で

はなく、相手が笑えば自分もつい無意識に笑顔に

なったりと、他者と同じ表情を模倣することがわ

かっている。

　一人の笑顔がその場の空気をなごませ、笑顔に

なった人たちの気分を快適にする。「笑顔が場を明

るくする」とよく言われるのは、これらの効果に

よるところが大きいのである。景気の閉塞感や震

災などにより、先々に不安を感じている人も多い

と思うが、一人ひとりの笑顔で、毎日の生活を豊

かに感じてはどうだろうか？
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